
創立８０周年を祝して 

 

尾張旭市立旭中学校が、創立８０周年を迎えられましたことに、心からお喜び

を申し上げます。 

昭和２２年の開校以来、８０年、多くの皆様によって、礎が築かれ、継承され、

成長させながら、多くの伝統が、作り上げられたことに、心から感謝申し上げま

す。 

さて、みなさんは、旭中学校の校章を覚えてみえますか。校舎正面玄関の壁に

も設置されています。私の中学校時代は、男子は学生帽に付け、女子は制服に付

けていた記憶があります。あの校章は、今の旭中学校が誕生した際、鹿児島市の

ある方が考案し選ばれたものです。その意味は、「「中」を理想の青空に飛躍せん

とする若鷹の姿を図案化し、躍進な旭中学校を表す。」とのことです。なるほど。

確かに、中という文字は、若鷹を表現していることに気づきます。 

また、校歌の中にも「若鷹の翼ひろげて 天がける 姿雄々しき 校章に 心

はおどる」とあります。さらに、学校だよりは、「若鷹」です。 

当時の校章に込められた思いが、現在まで、脈々と受け継がれていることに、

旭中学校の伝統の重さを感じます。 

幼い鷹が飛ぶことを覚えて空に旅立つ若鷹のごとく、様々なことを経験し、

様々なことを学んだ生徒が飛び立っていく。 

是非、その後のステージで、若鷹のように羽ばたき、活躍していただきたいと

思います。 

むすびに、８０周年の記念事業にあたり多大なご協力、ご支援をいただきまし

た関係各位の皆様に教育委員会を代表としてお礼申し上げます。 

             

尾張旭市教育委員会 教育長 三浦 明 様より 


